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研究成果の概要（和文）： 

 
アルトゥール・ショーペンハウアーとその母（ヨハナ）および妹（アデーレ）の思想的関係に
ついて、比較研究を行い、母との関係としては、「旅行」および「諦念」を主たるトピックとし
て、両者の対照的であるがゆえの「家族的類似性」を明らかにし、妹に関しては、ドイツ本国
でも正式な出版のなされていない小説に即して、兄とコントラストをなすその独自な歴史観の
摘出を試みた。 
 
研究成果の概要（英文）： 
I have attemptet the comparative studies about philosophical relations between Arthur 
Schopenhauer and his mother (Johanna) and sister (Adele). With his mother his philosophy 
shows complementary “family resemblances” about topics “travel” and “resignation”. 
The sister explicates her own interesting outlook of history in her unpublished novel, 
which contrasts with that of her brother. 
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年度  

  年度  
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研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：哲学・哲学・倫理学 

キーワード：哲学、家族、旅行、対話、諦念、歴史、ショーペンハウアー 

 
 
１．研究開始当初の背景 
 「哲学と家族」というテーマはそれまで設
定されたことはほとんどなかったように思
われる。いかなる哲学思想も、必然的になん
らかの歴史的・社会的文脈のうちに位置する。

「家族」もそうした文脈の一つと見なされて
よいが、なぜか伝統的に哲学は「家族」とい
うトピックに対して強い関心をあまり示し
てこなかった。そのことは「家族哲学」とい
う語が存在しないことに端的に表れている。



せいぜい、哲学者の生涯との関連で、その思
想形成の重要な契機となった背景や出来事
として、家族関係が伝記的情報の一環に繰り
込まれるのが常態であったように思われる。
本研究は「家族哲学」の構想そのものにズバ
リ切り込むというよりは、あくまで思想問題
としての「家族」という観点から、哲学者の
みならず、その家族もまた文化史的に重要な
位置づけをされる事例としてアルトゥー
ル・ショーペンハウアー一家を取り上げる。
母親のヨハナは小説家・旅行作家として著名
な女性作家であったし、妹のアデーレも作品
は多くないものの、メルヒェンや小説などの
領域に足跡を残している（父は早くに死亡し
ている）。こうした「家族」という文脈に位
置づけ直すことによって、アルトゥールの思
想にも新たな光が当てられるのではないか
というのが、本研究の目論みであり、その意
味で、従来未開拓の思想研究の新たな視座な
いし文脈の開拓の試みである。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、哲学を家族関係という観点から
再考察する試みである。取り上げるのは、ア
ルトゥール・ショーペンハウアーの思想であ
るが、その母・妹との関係を、時代の推移に
よって規定されてくる「問題化」の情況に位
置づけながら、思想の家族間「対話」として
捉え返し、そのことによって、思想形成に果
たす家族の役割を明らかにするとともに、哲
学者の思想が具体的な家族関係にどのよう
に波及するかを論及し、従来伝記的事実とし
てしか問題にされてこなかった領域を、哲学
研究の新たな課題として発掘し深化させて
ゆくことを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 

本研究はあくまで、文献の厳密な読解を基

礎として遂行されるが、その際とくに二つの

観点にそってその読解は行われる。その二つ

の観点とは 

（１）ミハイル・バフチーンの言う「対話」

という観点。従来の哲学の書物の大半はモノ

ローグ形式で書かれているか、たとえ対話体

であっても、実質的には独白と大差なかった。

しかし、思想の生成とはすべからく「対話」

として理解されるべきである。たとえ具体的

な対話相手が不在であったとしても、つまり、

一見モノローグとしか考えられない思想展

開であっても、あえて「対話」として読み取

られなければならない。この「対話」の一つ

の重要な形態として家族間「対話」があり、

その家族間「対話」としてショーペンハウア

ー哲学を解読するというのが本研究の一方

の視座である。 

（２）最晩年のミシェル・フーコーの言う

「問題化」の概念。それまでは自明視されて

いた事柄が、時代の変動と共に、なんらかの

個人によって問題視されるようになること

を意味し、そのかぎり、「問題化」とはそれ

自身時代の動向に対する個人の「回答」であ

る。この「問題化」と上述の「対話」として

の思想という、二つの概念を鍵概念に据える

ことによって、アルトゥール（とその家族）

の思想理解に新たな展望を切り開くという

のが、本研究の狙いである。哲学的言説も、

そのままいずれかの相手との「対話」として

理解され、「問題化」という形による時代の

欲求への対応としてその意義が剔抉される

ことによって、哲学は具体的な「外」の場へ

と、社会的に開かれてゆくことが可能となる

はずである。本研究においては、その「外」

への「開放」が「家族」を土俵とした、ショ

ーペンハウアー思想の意義の新たな解釈と

して試みられる。 

 

 

４．研究成果 

 本研究においては、一方でアルトゥール・

ショーペンハウアー哲学において注目さ

れることが比較的少ないが、その思想的

中核として重要視されるべきテーマとし

て、「退屈」論について、ハイデガーと

の関連を探りながら考察し（下記「学会

発表」④）、また「運命」論について、

自由意志を巡る問題とリンクさせながら、

スピノザとニーチェの同じテーマに関す

る思想と比較対照を行った（下記「学会

発表」③）。他方でフリードリヒ・ニーチ

ェの思想の内在的解釈として、「正義」（下

記「雑誌論文」⑥）、「思惟経済」（下記「雑

誌論文」④）や「憑依」（下記「雑誌論文」

⑤）、また「身体」（下記「学会発表」①）

といったテーマに関して、従来からの研究代

表者の専門研究の延長上で、考察が遂行され

た。また、ミシェル・フーコーに関しても、

その思想的特徴が文体の変遷との連関を追

跡しつつ大づかみに描出され（下記「図書」

②）、それとも関連する形で、より哲学一般

の問題として「真理への欲望」について論究

が試みられた（下記「図書」①）。これは「真

理」という概念の確立と、それに半ば必然的

にともなう心理的リスクについて、事実と規

範の峻別と混同の問題と連動させながら論

じたものである。（なお、翻訳として現在も

刊行中の岩波書店版『フロイト全集』の第１

２巻が研究代表者の責任編集および共訳と



して、また第１４巻が共訳として、それぞれ

2009年、2010年に刊行された。） 

 「哲学と家族」という研究課題により即し

た形では、とくに四編の論文が発表された。

ショーペンハウアー関係では母との関連で

―― 

（１）母と息子が19世紀初頭に一緒に行った

ヨーロッパ周回の旅に対する、両者の対照的

な反応の確認を通して、母が意図的に自己を

「哲学」から距離をとることによって作家と

しての自覚を目覚めさせてゆくのに対し、十

代半ばの息子が逆に旅行体験のうちから「永

遠の哲学」への志向を地盤堅めしてゆく様子

を描写し、母子の相互に逆方向のアイデンテ

ィティの確立をあぶり出した。（下記「雑誌

論文」②） 

（２）母と息子両人の哲学的主著（『意志と

表象としての世界』正篇）と小説的主著（『ガ

ブリエーレ』）を比較しながら、両者とも「諦

念」を軸としながら、しかし正反対の方向性

で、その世界観を構築しようとしていた様を

あぶり出し、そのことを通してしかし、正反

対の方向性でありながら、その思想的ないし

物語的脈絡の展開及び転換の同軸性という

形の、家族である二人の著作家の思想の、ま

さに家族としての「家族的類似性」の摘出を

試みた。本論文は、哲学書と小説の「比較」

の試論として、ある意味で冒険的な内容をも

ったものであるが、分量的にも、本研究にお

ける研究成果の白眉ともいえる論文となっ

た。（下記「雑誌論文」①） 

 他方妹との関連では 

（３）妹アデーレの中編小説「アリッチャの

麗人」を取り上げ、そこに盛られた歴史観を

析出した。この小説はドイツ本国でも未だ正

式な出版のなされていないものであるが、18

49年にとある新聞に掲載された初出形態を

底本にした。少なくとも本邦初の本格的紹介

であり、考察の試みであると考えられる。近

代初頭以降の世俗化の趨勢を不可逆的なも

のとして見定めるアデーレの歴史観は、兄ア

ルトゥールのそれとは対照的なものであり、

今後兄の思想との関連を探ってゆく上で、重

要な論点となるはずである。（下記「雑誌論

文」③） 

 さらに、 

（４）研究代表者の従来からの研究対象であ

るニーチェに関しても、五歳のときになくし

た父カール・ルードヴィヒが、とくにその思

想の一つの軸ともいうべき「病気」と「健康」

というテーマに関して、「父」との同一化に

相即しながら、どのような屈折した影を――

とくに、ヴァーグナーとの蜜月時代とそこか

らの離反において――息子に対して落とし

ているかを考究し、「哲学と家族」というテ

ーマについて、ショーペンハウアーだけでな

く、その考察範囲を拡大し、今後の研究の展

開に向けて、一つの道筋をつけた。（下記「雑

誌論文」⑦） 

 

 研究期間の最後には以上紹介した四論文

をもとに、研究の目的や成果の概要も含めた

「哲学と家族―ショーペンハウアーの場合」

と題して研究成果報告書（総97頁、2011年３

月）を作成した。 
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